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「第２回 町田指導員学校」を下記の日程で行います。実行委員会が中心となり、準備

を進めてきました。どなたでも参加できますので、各クラブの指導員へお問合せください。 

 

 

 

  

 

 

＜全体会＞（午前中） 

 「学童保育の子ども観と生活づくり」 

講師：大東文化大学教授の村山士郎氏     

＜入門講座 A＞  

 「学童保育の生活で大切にしたいこと」 

  講師：小野さとみ （金井学童保育クラブ指導員） 

＜入門講座 B＞ 

 「指導員の仕事と役割」 

  講師：青木成子 （鶴川学童保育クラブ指導員） 

     上野悦子 （相原たけの子学童保育クラブ指導員） 

＜理論講座＞ 

 「障がいのある子と学童保育」 

  講師：伊藤 久美 先生 （成瀬台小学校コミュニケーション教室担当教諭） 

＜実技講座＞ 

 「絵本のよみがたり」 

  講師：小松崎 進 先生                 おめでとうございます 

（東京芸術大学・日本女子大学講師、「この本だいす         ２月５日  

きの会」代表、日本文学教育連盟常任委員）         どろん子クラブ指導員 

                               山本健五先生    

当日はクラブの子ども達がつくったミニ作品展の        女の子が生まれました。 

展示を企画しています。                      

                             

日 程 ： ２００９年３月１日（日）１０：００～１６：００ 

場 所 ： 町田市教育センター 

目 的 ： ①町田市内の学童保育指導員の保育実践交流を図る。 

      ②学童保育指導員としての専門的知識の向上を目指す。 



᷂Ḣ ˺ ▒  
前回に引き続き、団体・個人のボランティアの方々の活躍を紹介します。 

様々な活動をとおして、子どもたちに楽しい時間を提供してくださっています。 
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 そよかぜ、どろん子、わんぱくクラブにほぼ毎月

1 回「虹の会」というボランティアサークルの方た

ちが 1～3 名で来てくださり、楽しいお話を聞かせ

てくださいます。 

 3 年前に、そよかぜクラブの保護者と「虹の会」

の代表の方がお知り合いというご縁で始まり、その

後、どろん子、わんぱくへと広がりました。 

 絵本の読み聞かせはもちろんですが、なんといっ

ても子どもたちが引き寄せられるのは、絵本なしに

とつとつと聞かせる「語り」のお話です。そこから、

そよかぜでは「おはなしの会」という呼び方としま

した。 

また、お話の合間にリラックス体操や簡単な手遊びを取り入れ、子どもたちを飽きさせない工夫

があり、私たち指導員にとっても、参考になっています。 

 「おはなしの会」は、にぎやかな学童クラブの生活の中で、大人も子どももホッと一息つける、

そんな優しいひと時となっています。                     

（そよかぜクラブ指導員 三階） 
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 3 年前から、1 学期に 1 度、成瀬センター内で

活動をされている『かえで文庨』の方に協力をお願

いして「お茶会」を行っています。クラブの学習室

につい立を置き、掛け軸、お花を活けると、「お茶

室」に変身です。着物を着たかえで文庨の方にお茶

を点ててもらいます。子どもたちはお作法を教わり

ながら、神妙に正座をしてお茶を点ててくださるの

を待ちます。 

子どもたちの感想は「ちょっと苦いけどお抹茶お

いしい！」「おかわりしたいなぁ～」「和菓子は好き

じゃないのにお茶会の時はおいしく感じる」 

「正座して足がしびれたけど、楽しかった」など。子どもたちは、心が落ち着き、日本の文化に触

れる貴重な 1 日を楽しみにしています。            （あおぞらクラブ指導員 勝亦） 
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１月より、町田ボランティアセンターより牧さん（80 歳）が週

に２～３日ほど来てくださいます。子どもたちと同じ目線ににた

って将棋やオセロ、伝承遊びを一緒にしています。時には、野球

の審判なども「アウト～！」と大きな声で盛り上げ遊ぶ一方、掃

除や片付けもテキパキと気持ちよくやってくださいます。   

帰りの会で、紙芝居や本の読み聞かせをしてくださり、子ども

たちも毎日大喜びです。牧さん、本当にありがとうございます。            

（大蔵クラブ指導員 上田） 
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 たけの子クラブでは、１４年前から月２回、日本書道 

教育学会の中島
なかじま

永
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先生に「習字教室」をお願いしてい 

ます。１年生は硬筆、２年生以上は硬筆と毛筆を１回ず 

つ習います。 

いつもにぎやかな子どもたちも、この時間は心を落             

ち着けて、真剣な表情で取り組んでいます。特に毛筆はこ

の習字教室で初めて経験する子も多く、手や顔に墨がつい

て真っ黒になってしまう事も・・・。それでも、がんばっ

て書いた作品に先生から大きな花丸をもらえると、とって

も嬉しそうな様子です。また、希望する子は市の書初展に

作品を応募できます。 

 入賞するとトロフィーなどいただけるため、それを励みにがんばる子もいます。 

（たけの子クラブ指導員 那須） 
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鶴川地区、大蔵クラブからも鶴川クラブからも歩いて 20

分程の所に大きな柿の木があり、その下に志村さんのご自宅

を開放した「柿の木文庨」があります。 

大蔵クラブは開設当初から１５年、鶴川クラブは今年度か

ら、毎月第３水曜日に文庨のお話会に通って、30 分ほどの

絵本のよみきかせや語りの世界に浸っています。「本が好きな

人はね、心にいっぱい宝物ができるのよ」という志村さんの

言葉を、そのまま子どもたちに伝えたくて・・・。 

鶴川クラブの子どもたちも最初は「遊びたいから行かない」

と言っていましたが、尐しずつ「また行きたい」とい  

             う子が増え、楽しみにしています。 

（鶴川クラブ指導員 青木）



 

 
 

各クラブで絵本や紙芝居の読み聞かせの時間をもうけています。学童期にたくさんの本と出会い、心豊かな人になることを願って

います。親子でこのページを楽しんで頂けるよう、これからリレー形式で職員が紹介していきます。 

 

『となりのせきのますだくん』 作・絵 武田美穂  （ポプラ社） 

主人公の女の子と乱暴者の男の子（ますだくん）との学校でのできごとが描

かれています。小学生の男の子によくある気になる女の子への関わり方“ちょ

っかいをだす。”“意地悪をしてしまう。”（大人になっても？）そんな小学生の

男心と繊細な小学生の女心“が見え隠れして、よくある子ども同士の人間関係

が垣間見られる絵本です。 （どろん子クラブ 山本） 

 

『こんとあき』  作・絵 林明子 （福音館書店） 

 さきゅうまちのおばあちゃんが作ったきつねのぬいぐるみの「こん」と、「あ

き」という女の子のお話です。「こん」のほつれた“うで”をなおしてもらい

に二人(？)で電車に乗っておばあちゃんのもとに向かいます。しかし…。どん

な時でもお兄ちゃんな「こん」と、「こん」を大切に思っている「あき」の姿

に心が温かくなるお話です。         （金井クラブ 小野寺） 

 

『あらしのよるに』作 きむらゆういち 絵 あべ弘士 （講談社） 

 あらしのよるに出会ったヒツジとオオカミ。お互いに相手が自分と同じ動物

だと勘違いしている。その勘違いが分りそうで分らない２匹のやりとり。そし

て、ヒツジとオオカミの間に生まれる友情の物語です。子どもたちは２匹のや

りとりを集中して見ています。「あらしのよるに」はシリーズになっており、大

人も楽しめる物語ですので、是非読んでみて下さい。（わんぱくクラブ 桐山） 

 

『日本の学童ほいく』（全国学童保育連絡協議会） 

 日本で唯一の学童保育専門誌です。2 月号は昨年の 10 月に行われた全国学童

保育研究集会の報告を中心に、「出会い集い父母会」「仕事職場のいま」といった

保護者の投稿や小児科医の森蘭子氏の連載など、学童保育と子どもに関する内容

が毎月充実しています。興味のある方は、各学童クラブで定期購読を受け付けて

いますので、お声をかけて下さい。 （たけの子クラブ 那須） 

 

今 後 の 予 定  

３月 ６日（金） １９：３０～  ：調査研究委員会・広報委員会  公民館 学習室１・２ 

３月 ７日（土） １９：３０～  ：事務局会議          公民館 学習室３ 

３月２７日（金） １９：３０～  ：保護者会長との懇談会     公民館 学習室１ 

3 月 28 日（土） １３：３０～  ：第 29 回 理事会       ことばらんど 大会議室 
 

 

編集後記   ● 今年の冬はまだ相原でも雪が積もらずちょっと安心。暖かい春が待ち遠しいです。           （たけのこクラブ指導員 那須） 

『くれよん』は保護者と指導員で構成された広報委員会が毎月発行しています。バックナンバーの一部はホームページでご覧いただけます。 

http://www.machida-gakudou.coｍ 
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